
 

 

 

 

 

 

神田佐野文庫について 

神田佐野文庫は江戸時代後期から明治維新を経て、連合国占領期まで（１７８０年代から１９５０年代）の約１７０年間に、日本

で刊行あるいは書写された西欧語・西欧文化の教育研究資料、および同時期に西欧世界で出版された日本関係洋書を幅広く

収集した特色ある神田外語大学の文化交流史資料コレクションです。今回、この神田佐野文庫より 2016年に発見された「福

寿」および関連資料を展示しています。 

 

「大黒屋光太夫」について 

三重県伊勢市の港町白子(しろこ)の船頭だった大黒屋光太夫(1751～1828)は 1783年 1月 15日に遭難し、ロシア 

に漂流。そのまま 10年近い滞在を余儀なくされましたが、ロシアの女帝エカテリーナ 2世の許可を得て、1792年 10月 9 

日、使節アダムス・ラクスマンに送られて、10年ぶりに根室に帰国しました。 

１７９３年９月２１日、光太夫と部下の磯吉は江戸に到着、１０月２２日、江戸城内で将軍家斉の上覧にあずかりました。将軍侍

医・蘭学者の桂川甫周は、光太夫からロシア事情を聴取し、オランダ語の世界地理書のロシア編を参照して、日本最初の本格的

なロシア研究書である『北槎聞略(ほくさぶんりゃく)』（１７９４）を著しました。本書は光太夫の漂流体験やロシア帝国の地理・

制度・風俗・言語などを詳細に記載し、多くの付図を備えた大著でしたが、幕府の秘庫に収められ、一般には流布しませんでし

た。 

一方、光太夫のロシア体験談とロシア文字は支配層や知識人だけでなく、庶民の強い関心を引きました。持ち帰ったロシア

の文物、衣服、生活用具は庶民の好奇の的となり、各地で流行していた見世物に出品されました。特に、ロシア文字は珍しがら

れ、光太夫は方々から揮毫を求められました。 

 

ロシア文字「福寿」について 

光太夫自筆のロシア文字「福寿」は神田佐野文庫の調査にあたっていた 

松田清日本研究所客員教授が 2016年 10月 10日に発見しました。 

縦 31 ㎝、横 47 ㎝の和紙に墨と筆で、ロシア文字が二行書き記されており、 

読み方は「フクジュ、イセ、ダイコー」(福寿、伊勢、大光)。「大光」は 

大黒屋光太夫(以降、光太夫)の略でペンネームとして使われていました。 

光太夫自筆のロシア文字は所在不明となったものも含めて、 

現在までに 40点ほどが知られており、光太夫の出身地、 三重県鈴鹿市の 

大黒屋光太夫記念館には、そのうち 20点が収集されています。 

発見されたロシア文字は「イロハ文字」(13 例)や「ツル」(6例)と書かれた 

ものが多く、それに次いで多いのが「福寿」(5例)となります。 

「福寿」はこれまで 4点知られており、今回展示するものは 5例目となります。 

 

神田外語大学附属図書館主催 第２回神田佐野文庫常設展示 

「大黒屋光太夫のロシア文字『福寿』」 

本学 3号館 1階展示エリアにて 2024年 7月 31日(水)まで開催中 

神田外語大学(千葉市美浜区／学長：宮内孝久)附属図書館は、精巧な複製による神田佐野文庫常設展示を 3号館 1階の常設展

示エリアにて開催しています。第１回「諳厄利亜（あんげりあ）語、エゲレス語、エンケレセ―『英語』になるまで―」（2023年４月

～７月）に続いて、第２回（20２３年９月 20日～2024年７月 31日）は、今から２４０年前にロシアに漂流した伊勢漂民・大黒屋

光太夫(だいこくや・こうだゆう)が帰国後に揮毫したロシア文字「福寿」を中心に、明治初期までの日本とロシア、アイヌとの交流

史、園芸と和歌の文化史を読み解きます。本展示では、本学日本研究所の客員教授であり、京都大学名誉教授の松田清による企

画監修のもと「福寿」のほか神田佐野文庫所蔵貴重資料、計６点の複製を展示しています。参加費および申し込みは不要です。 

Press Release／報道関係各位 

【取材依頼】 

▲大黒屋光太夫のロシア文字「福寿」(上) 

▲書かれているロシア文字:フクジュ、イセ、ダイコー(下) 

2023年 11月 27日 



 

 

 

 

 

「大黒屋光太夫のロシア文字『福寿』」 概要 

主 催：神田外語大学附属図書館 

期 間：２０２３年９月２０日（水）～2024年 7月 31日(水) ※開館時間は平日 10:00～16:00となります 

場 所：神田外語大学 3号館 1階展示エリア(千葉県千葉市美浜区若葉１T目４-１) 

監 修：松田 清(神田外語大学 日本研究所客員教授、京都大学名誉教授) 

展示資料(複製)： 

・羽太正養（はぶと・まさやす）著『蝦夷地歌仙』 1801年作 1817年写 

・大黒屋光太夫のロシア文字「福寿」 １８１０年代  

・香川景枝・富士谷御杖画賛抜粋『福寿草画賛』 嘉永年間写 

・イワン・マホフ『ろしやのいろは』 箱館 1861年刊 

・ゴシケーヴィチ編・橘耕斎協力『和魯通言比考』 サンクトペテルブルク 1857年刊 

 

日本研究所主催の神田佐野文庫常設展示は２０２３年４月～７月に第 1回「諳厄利亜（あんげりあ）語・エゲレス語、エンケレセ

―『英語』になるまで―」を開催しました。今回は第 2回目となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲イワン・マホフ『ろしやのいろは』                       ▲B.H.チェンバレン『アイヌ昔噺 仙境の狩人』  

 

※観覧希望の場合は、本学 1号館 2階総務部にて入構手続きをお取りください。なお、駐車スペースはございませんので公

共の交通機関をご利用ください。 

 

なぜ、光太夫のロシア文字「福寿」 ―企画に至るまで―  日本研究所客員教授 松田 清 

今から 15年前、２００８年 11月 17日のこと。京都の古物市で「紅毛人画幅」と題された掛け軸に出会いました。異人の服

装をした二人の男の肖像画です。「紅毛人」（オランダ人）ではなく、大黒屋光太夫と磯吉とすぐに分かりました。調べてみると、

１７９３年１０月２２日、江戸城内で二人が将軍家斉の上覧にあずかった時の姿を描いたものでした。この貴重な絵画「大黒屋光

太夫・磯吉画幅」はその後まもなく、鈴鹿市が購入し、光太夫の生まれ故郷、鈴鹿市若松町にある大黒屋光太夫記念館の宝物に

なりました。 

２０１１年１２月、京都の本草漢学塾山本読書室旧跡の土蔵を調査中に、「七五三福寿草写生」という盆栽の福寿草奇品１５種

を描いた美麗な彩色図集が出てきました。嘉永元年（１８４８）頃、江戸園芸の中心地、巣鴨の植木屋仲間が作成したものでし

た。その序文の冒頭に、福寿草流行は文化年中（1804-1818）に始まり、最近とくに奇品が数多く作られ流行しているのでそ

れを図集にまとめた、と書かれていました。 

２０１６年 10月１０日、本学附属図書館所蔵若林正治コレクション（のち神田佐野文庫の中核になります）を整理中に、今回

の展示テーマに選んだ「大黒屋光太夫筆ロシア文字福寿」を発見しました。その時、このロシア文字「福寿」が、文化年間に始ま



 

 

 

 

 

ったという園芸界の福寿草ブームの中で書かれたことに、感銘を受けました。「福寿」は長寿を意味する漢語ですが、光太夫は

10年におよぶ長い漂流生活に耐え、厳しい冬を乗り越え、生きながらえて無事帰国できたのです。 

福寿草はシベリア原産で蝦夷地（のちの北海道）にも育つ、春を呼ぶ目出度い花です。福寿草は元日草とも呼ばれ、正月元日

に飾ることは古くから行われていましたが、その盆栽ブームは享和年間（1801-1804）に、盆栽の福寿草奇品１５種が将軍家

斉に献上されたのが契機のようです。嘉永初年に巣鴨の植木屋仲間で起きた福寿草ブームでは、鶴亀松竹梅、七福神などを図

柄にした染付鉢に福寿草の奇品が植えられ、それを描いた彩色図には和歌や俳句の画賛が書き込まれました。 

１８世紀末頃から、京都では、花鳥風月を重んじる伝統的な宮廷の堂上(とうしょう)歌壇に対抗して、地下(じげ)の歌人たち

が真情発露を旨とする和歌の革新運動を起こしました。同時に書画会が盛んとなり、画家の描いた動植物図や人物図などに和

歌の画賛を入れた掛け軸がよく売れるようになりました。文化年間から始まった福寿草流行が和歌画賛の流行と結びつくの

は自然の流れでした。 

2022年１２月、本学日本研究所では、「福寿草画賛」と題する写本１巻を古書店から購入し、神田佐野文庫に収蔵すること

ができました。香川景枝（かがわ・かげえ、１８２４年生、没年不明）と富士谷御杖（ふじたに・みつえ、1767-１８２３）の和歌画

賛、計１２首を嘉永年間に抜き書きした写本でした。香川景枝は堂上歌壇に対抗して和歌革新を唱えた歌人香川景樹（かがわ・

かげき、１７６８-１８４３）の子です。富士谷御杖は国学者・歌人で、香川景樹と親交がありました。 

2022日 12月 29日、「（前日）帝政ロシアのエカテリーナ２世像、ウクライナ南部オデーサで撤去」との新聞記事に接しま

した。撤去されたのは１９００年に「オデッサ」（ロシア語）中心部に立てられた記念像です。大黒屋光太夫に日本帰国を許可した

エカテリーナ２世は、極東日本との通商交渉を使節アダムス・ラクスマンに託していましたが、ウクライナ、クリミヤへの版図拡

大をはかり、１７９４年に港湾都市「オデッサ」建設を命じました。 

ロシアの東方新出・南下政策を背景にして帰国した大黒屋光太夫が書き残したロシア文字「福寿」を手がかりに、18世紀末

から明治初期に至る日本とロシア、アイヌとの交流史、園芸と和歌の文化史を読み解いてみようと、本展示を企画した次第で

す。 

 

神田外語大学日本研究所 

神田外語大学では、「日本文化に関する国際的および学際的な総合研究ならびに世界の日本研究者との研究協力」を目的と

する「日本研究所」を設置しています。同研究所は、この目的を達成するため、洋学資料を継続的に収集しており、今後も貴重

書籍研究および成果の社会的発信に役立てています。 

 

神田外語大学日本研究所客員教授 松田 清 

1947年愛知県生まれ。京都大学名誉教授。研究分野は、日本洋学史、日欧知識交流史、書誌学、近世京都学。主な著書に

『洋学の書誌的研究』（臨川書店、1998年）、『訓読豊後国志』（共編、思文閣出版、2018年）、『京の学塾（まなびや）山本読書

室の世界』（京都新聞出版センター、2019年）などがある。 

 

参考リンク 

神田外語大学 https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/ 

神田外語大学 日本研究所 https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/labo/rijs/ 

神田外語グループ X(旧 Twitter) https://twitter.com/kandag_official 

 

※本学から配信されるプレスリリースは SDGsに基づいた教育環境充実の一環として、UD（ユニバーサルデザイン）フォント

で作成されています。https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/news/52433/ 

 

 

本件に関する報道関係の方の問い合わせ先 

 学校法人佐野学園(神田外語グループ) グループコミュニケーション部 担当：室井 優太朗 

TEL : 03-3258-5837（平日 9:30～17:00） 

FAX : 03-5298-4123 E-mail : media@kandagaigo.ac.jp 

/kuis/
about:blank
https://twitter.com/kandag_official
about:blank

